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令和２年度決算に基づく桜井市財政健全化及び経営健全化 

審査意見について 

 

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び同法第２２条第

１項の規定により、審査に付された令和２年度決算に基づく桜井市の健全化判

断比率及び資金不足比率並びにそれらの算定の基礎となる事項について審査し

た結果、次のとおり意見書を提出します。 
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(法第３条第１項関係) 

 

 

令和２年度 財政健全化審査意見 

 

第１.審査の概要 

    財政健全化審査については、市長から提出された健全化判断比率及び

その算定の基礎となる事項を記載した書類が適正に作成されているかど

うかを主眼として実施した。 

 

 

第２.審査の期間 

    令和 ３年 ７月１９日から 

    令和 ３年 ８月 ６日まで 

 

 

第３.審査の結果 

審査に付された下記の健全化判断比率及びその算定の基礎となる事項

を記載した書類は、いずれも適正に作成されているものと認められた。 

 

 

記 

 

１．健全化判断比率                     (単位：％) 

健全化判断比率 令和２年度 令和元年度 早期健全化基準 

①実質赤字比率 ― ― １２．９７ 

②連結実質赤字比率 ― ― １７．９７ 

③実質公債費比率   ７．４   ７．５ ２５．０ 

④将来負担比率  ９７．７  ９３．８ ３５０．０ 
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２．算定方法の概要 

 

 

① 実質赤字比率

○一般会計等(普通会計相当）を対象とした実質赤字額の標準財政規模に対する比率

　　一般会計等の実質赤字額

　　　　　標準財政規模

② 連結実質赤字比率

○全会計を対象とした実質赤字額（又は資金不足額）の標準財政規模に対する比率

　　　　 連結実質赤字額

　　　　　標準財政規模

③ 実質公債費比率

○一般会計等が負担する元利償還金及び準元利償還金の標準財政規模に対する比率

　　　　(地方債の元利償還金＋準元利償還金）－

（特定財源＋元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額）

　(３ヵ年平均） 標準財政規模－（元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額）

④ 将来負担比率

○一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率

将来負担額－（充当可能基金額＋特定財源見込額＋地方債現在高等に係る

　　　　　　　　　　基準財政需要額算入見込額）

標準財政規模－（元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額）

実質赤字比率　　 ＝ 　　×　１００

連結実質赤字比率　　＝ 　　×　１００

＝ 100
実質公債費比率

＝ × 100　将来負担比率

×
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(法第２２条第１項関係) 

 

令和２年度 経営健全化審査意見 

 

第１.審査の概要 

    経営健全化審査については、市長から提出された資金不足比率及びそ

の算定の基礎となる事項を記載した書類が適正に作成されているかどう

かを主眼として実施した。 

 

 

第２.審査の期間 

    令和 ３年 ７月１９日から 

    令和 ３年 ８月 ６日まで 

 

 

第３.審査の結果 

審査に付された下記の資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を

記載した書類は、いずれも適正に作成されているものと認められた。 

 

記 

 １．資金不足比率                      (単位：％) 

 会  計  の  名  称 令和２年度 令和元年度 経営健全化基準 

桜 井 市 水 道 事 業 会 計 

（ 法 適 用 企 業 ） 
― ― ２０．０ 

桜 井 市 下 水 道 事 業 会 計 

（ 法 適 用 企 業 ） 
― ― ２０．０ 

   

 

２．算定方法の概要 

資金不足比率

○資金不足額（実質赤字に相当する額）の事業の規模に対する比率

　　　　 資金の不足額

　　　　　事業の規模
資金不足比率 ＝ 　　×　１００
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む  す  び 

 

以上、令和２年度決算に基づく桜井市の財政健全化審査及び経営健全化審査

の結果である。 

財政健全化判断比率の実質公債費比率は、前年度よりやや改善し、将来負担

比率については、前年度より悪化した状況となった。 

今後も、引き続き行財政改革アクションプランの着実な推進と経費節減に一

層努力されるとともに、将来を見据えた計画的かつ効率的な行財政運営に努め

られることを要望する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 


